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所属団体名 
（○○県○○市立○○中学校 

 ○○発明クラブ   ） 

  埼玉県  埼玉大学教育学部附属    中学校  

ふりがな はんぐりー 

チーム名  HUNGRY 

ロボコンルール名称 
（URL https://･･･） 

ルールの名称（部門）等：Ace in the hole ３（令和５年度 第２３回創造ア

イデアロボットコンテスト 基礎部門） 

 （ https://ajgika.ne.jp/~robo/ru/R5/R5_kiso.pdf ） 

製作期間  西暦2023年 9月頃  ～  西暦2023年 11月頃 

製作時間 
（構想から試作完成までの

全ての時間） 

 

    12 時間 

ロボットに関

する写真と図 

 
必ず、ロボットの概要や

機構等の特徴がわかる写

真や図等を、1～4枚程度

で掲載しましょう。 

 

写真や図に記号等を書き

込み,この下の枠「ロボ

ットのアイデア概要」で

解説しましょう。 

 

 

 

ベルトコンベヤで建築資材を巻き取

る 

床が邪魔にならないようにベルトコ

ンベヤが飛び出している 

ベルトコンベヤの高さが高いため、

安定して運べる 

 

 

 

 

建築資材をより安定して運ぶために、結束

バンドをつけた。 

ベルトコンベヤは反対向きにも回るため、

建築資材を押し出すことができる 

ロボットの 

アイデア概要 
【報告書要約】 
どのような動きを実現するた

めに，具体的にどのような素

材や機構を用いて実現したの

か説明してください。 

〇ベルトコンベアーの仕組みを使って、建築物を巻き込む 

・前の方につけ、土台と建築物がつかないようにした 

・結束バンドを付けて、間隔を調整し、つかめるようにした 

・どの高さでもつかめるようにした 

・反対向きにも回転するようにし、つかんだり離したりできるようにした 

・錘を後ろに付けて、ベルトコンベアーの重さとバランスをとった 

〇低速ギアボックスを使い、安定して動けるようにした 

参考資料 
製作上参考にしたロボット等

の情報を文章とURL等を用いて

掲載しましょう。 

技術分野学びサイト - エネルギー変換の技術 (google.com) 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
https://ajgika.ne.jp/~robo/ru/R5/R5_kiso.pdf
https://sites.google.com/view/digitalclassroom-technology/%E5%AD%A6%E7%BF%92%E8%B3%87%E6%96%99%E9%9B%86/%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC%E5%A4%89%E6%8F%9B%E3%81%AE%E6%8A%80%E8%A1%93


ロボットの全体像



建築資材の回収

ベルトコンベアを向かい合わせに設置し
内側に動かすことで建築資材をまきとる
ことができる。その際、ベルトコンベヤ
の下の床が邪魔になるので、ベルトコン
ベヤはできるだけ前に取り付けた。間隔
が合わないので結束バンドを利用して微
調整をする

結束バンド

内側に動かして
巻き取る



建築資材の持ち上げ

ベルトコンベアの高さをあらかじめ設定
しておく。ベルトコンベヤのまき方を自
在に変えることで、建築資材の高さも調
整することができ、持ち上げも自由自在
に行うことができる。ベルトコンベヤの
高さが高いため、安定して運ぶことがで
きる。

ベルトコンベヤ
の高さが高い



建築資材の設置

回収時に巻き取ったベルトコンベアを反
対向きに動かすことで建築資材を押し出
し、設置することができる。ベルトコン
ベヤの長さが長いため、回収時に2つ同時
に取ることができる。また、押し出す加
減もコントローラーでの調整が可能なの
で、2つもっていても一気に押し出してし
まうことはなく、一つだけの保持も可能
である。

反対向きに動か
して押し出す



工夫点

ベルトコンベヤ部分が前に突き出してい
て重いため、重心が保てず最初は倒れて
しまうことが多かったが、おもりを後ろ
に取り付けることで重心を保つことがで
きるようになった。

おもり

おもりで重心を
保っている
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